
熱中症対策の義務化※に確かな対応を
現場に寄り添う「最適な空調」をご提案

対策事例 現場の状況や課題に合わせて、以下のような対策を実施することが可能です。（一例）

製造現場における労働環境の改善や作業員の熱中症対策は、企業にとって極めて重要な課題です。
当社では、設備の老朽化対策から特殊な製造環境における局所空調まで、それぞれの現場の状況に最適なソリューションをご提案いたします。

オイルミストが発生する現場向けの「耐オイルミスト性能」や、食品工場の
ような高湿度環境でも結露を抑える構造を備えた空調機を採用し、過酷
な条件下でも安定した冷却を行います。

老朽化した水配管（水冷式ユニットクーラーなど）を再利用せず、新たに
空冷式設備に更新することで、漏水リスクを大幅に抑えられます。

大がかりなダクト工事を行わず、必要な作業箇所にのみ局所用の空調機
を新設します。

誘引ファンなどを活用し、外部の空気を取り込んで循環させることで、工
場内に風の流れを作り出します。こもっていた熱気や蒸気を効率的に排出
し、空気の循環によって作業員に確かな涼しさを提供します。

※����年�月施行の「改正労働安全衛生規則」により、一定の基準を満たす作業環境において、企業への熱中症対策が義務付けられました。
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こんなお悩みはありませんか？
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